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(54) Title: COLORED CONTACT LENS

(54) 発 明の名称 ：色付 コンタク トレンズ

(57) ADStract: Provided i s a colored contact lens that has a
[ 図1] novel structure and, when worn, exhibits a novel effect not

previously seen. In contrast to the idea of "drawing atten
tion to the obvious colored line around the outside of the
iris" of conventional technology, a colored band (22) i s dis
posed at the boundary section between the iris (12) and the
white of the eye (14), and density i s gradually changed
from the iris section to the white section of the eye such
that the density of this colored band (22) decreases from
the inner circumferential side to the outer circumferential
side. A s a result, a novel colored contact lens i s provided
with which it i s possible to bring out the beauty of the
white section of the eye (14), which has been ignored by
conventional technology, while an impression i s main
tained that i s as natural and elegant as possible by avoiding
an artificial impression such as that found in conventional

< technology.

(57) 要 約 ： 新規 な構造 を有 して お り、装 用す る
半径方向位置 ことに よ つて従 来 にな い新 た な効 果 を発 揮 す る
BB 色付 コ ンタク トレンズ を提 供 す る こと。 従 来

技 術 に お ける 「黒 目の外 縁 に明瞭 な着 色 ライ ン
AA Color density を くっ き りと際 立 た せ る」 と い う思 想 に 対 し
BB Position in radial direction て、反 対 に、黒 目 1 2 と 白 目 1 4 の境 界 部 分 に

着色 帯 2 2 を設 け、 この 着 色 帯 2 2 の 濃 度 を内
周側 か ら外周 側 に 向か って小 さ くな る よ うに し

て黒 目部分 か ら白 目部 分 に 向か って濃度 を次 第 に移 行 させ た。 その結 果 、従 来技 術 の よ うに人工 的 な 印
象 を回避 して、 で き るだ け 自然 で優 しい 印象 を保 ちつ つ、従 来 に は着 目され て いなか った 白 目 1 4 の部
分 を利 用 してその美 しさも引 き立 たせ る ことを可能 とす る新規 な色付 コ ンタク 卜レンズ を提供 せ しめ得
た。
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明 細 書

発明の名称 ：色付コンタクトレンズ

技術分野

[0001 ] 本発明は、色付コンタクトレンズに係り、特に特定部分に対 して新規な態

様で着色領域を設けることにより装用者の眼に対 して従来に無い自然なコス

メティック （美容）効果を与えることが出来る、新規な構造の色付コンタク

卜レンズに関する。

背景技術

[0002] 従来から、眼の角膜に重ね合わされて装用されるコンタクトレンズの一種

として、色付コンタクトレンズが、幾つか提案されている。これら従来の色

付コンタクトレンズは、その殆どが、特開昭 6 0 — 2 3 5 5 号公報 （特

許文献 1 ) に示されているように、角膜を通 じて虹彩の色が見える黒目の部

分を覆う領域を着色することで、黒目の部分を本来と異なる色に見えるよう

にするものであった。それ故、黒目と白目の境界線 （リンバル）よりも内周

側だけを着色 した色付コンタク卜レンズとして提供されているに過ぎなかつ

た。

[0003] —方、特表 2 0 0 8 — 5 0 2 5 号公報 （特許文献 2 ) には、 リンバル

よりも大きな外径の着色領域を形成 して、白目の部分までも着色 した色付コ

ンタク卜レンズが提案されている。この色付コンタクトレンズは、黒目の外

径を大きく且つ外縁をはっきりと強調 して明確にさせることで、眼ひいては

顔全体の表情を可愛くみせたり明るくみせたりすることが出来るものとされ

ており、既に市場に提供されている。

[0004] しかし、かかる特許文献 2 に記載の色付コンタクトレンズも、特許文献 1

に記載の色付コンタク卜レンズと同様、黒目の部分の見え方を異ならせるこ

とだけに着目している点で相違ない。そして、レンズ装用者の黒目の部分を

他者に対 してより大きく且つ外縁をくっきりと際立たせて見せることを目的

として、着色領域の外周縁部は明確な円形ラインをもって形成されており、



着色領域の外縁が明瞭に視認できるラインとされているのである。

[0005] ところが、本発明者が幾つものサンプル評価に基づいて検討を重ねた結果

、特許文献 2 に記載の色付コンタクトレンズは、確かに装用者の表情の第三

者による評価イメージを異ならせ得るものの、それが 「眼」自体を美しく見

せることに関しては、未だ充分でないとの知見を得るに至った。即ち、特許

文献 2 に記載の色付コンタクトレンズは、単に 「黒目を大きく見せる」こと

と、 「黒目の色を異ならせる」ことが出来るに過ぎず、それでは未だ、黒目

と白目を含む眼全体を美しく見せることに関して充分とは言い難かったので

ある。

[0006] 換言すれば、特許文献 2 に記載の色付コンタクトレンズも、黒目の外縁に

明瞭な着色ラインをくっきりと際立たせることが意図されているとも考えら

れる。しかし、このように黒目と白目の境界線をくつきりとしたラインにし

て際立たせると、他者に対して余りに人工的な印象を抱かせてロボッ卜の眼

(義眼）のように看取され易くそれ故、特にモデル等でない一般人において

必ずしも 「眼全体を美しく見せる」目的を達成し得るものとは言い難いこと

が判ったのである。

先行技術文献

特許文献
[0007] 特許文献1 ：特開昭 6 0 - 2 3 5 5 号公報

特許文献2 ：特表 2 0 0 8 - 5 0 2 5 号公報

発明の概要

発明が解決しょうとする課題
[0008] 本発明は、上述の事情を背景に為されたものであって、その解決課題は、

装用者の眼全体を自然に美しく見せることが出来る、新規な構造の色付コン

タクトレンズを提供することにある。

課題を解決するための手段
[0009] 本発明の特徴とするところは、装用される眼の黒目と白目の境界線を跨い



で内周側 と外周側 に広がる環状の着色帯 を有 してお り、該着色帯の濃度が内

周側か ら外周側 に向か って低下 してお り、前記着色帯の内径寸法が 8 m m

以上であ り、且つ該着色帯の外径寸法が 4 m m以下である色付 コンタク

卜レンズにある。

[001 0] 本態様 に従 う構造 とされた色付 コンタク トレンズを装用することによ り、

黒 目の外周側 に位置する白目の部分 に対 して、着色帯 に付 された濃度変化 に

基づ き、黒 目か ら白目に向か って次第に薄 くな つて黒 目か ら白目に移行 して

同化すると共 に白目か ら黒 目に向か って次第に濃 くな つて白目か ら黒 目に移

行 して同化する移行領域が設 け られる。 そ して、 この移行領域 を挟んで黒 目

と白目を位置せ しめた ことによ り、黒 目と白目の境界線上 に明確なラインが

発生することを回避 して、 よ り自然で暖かみのある外観 を、装用者の眼に与

えることがで きたのである。

[001 1] 特 に、人間の眼は、成人よ りも幼少期 において黒 目と白目の境界部分 に、

外部か ら視認で きる程度 に明瞭な濃度変化 を伴 う移行領域が認め られること

が多 く、外観 と して青 白 く見えることが、澄んだ印象 を与え成人よ りも健康

的で若 々 しい印象 を与える。 しか し、加齢 とともに、 白目の黄色化、充血等

によ り、不健康な印象 を与え外観 と して若 々 しさが失われる。 それ故、本発

明の色付 コンタク トレンズを装用することで、他者か ら見た眼の印象 と して

、 よ り若 々 しく且つみずみず しい、清純で清涼なィメ一ジを抱かせて、眼全

体 を美 しく見せることが可能 となるのである。

[001 2] しかも、かかる移行領域の着色効果 と して、黒 目を外周側 に大 きく見せる

ことも可能であ り、 それ故、本発明の色付 コンタク トレンズを装用すること

で、他者か ら見た眼の印象 と して、 よ り親近感 を抱かせる等の効果 も期待で

きる。

[001 3] なお、周知の とお り虹彩の色は、 メラニ ン色素の量 に応 じて 「黒」， 「茶

」， 「緑」， 「青」等 に異なるが、本発明では、 その色 に拘わ らず虹彩の色

が角膜 を通 じて見える部分 を 「黒 目」 といい、 その外側の鞏膜の部分 を白目

という。



[0014] また、本発明における 「濃度」は、 レンズ単体における 「単位面積あたり

の （投射光に対する）反射光の割合」と同義である。例えば、 ドッ ト状の着

色態様では、 「単位面積あたりの総 ドッ 卜面積 （着色面積）の割合」として

表されるから、 ドッ 卜の大きさが同 じでも ドッ 卜数 （密度）が異なれば濃度

が異なるし、 ドッ ト数 （密度）が同 じでも一つの ドッ トの大きさが異なれば

濃度が異なる。また、着色面積が同 じでも着色部分の透明度や濃さが異なれ

ば濃度が異なることとなる。

[001 5] 一般的な人間の眼を対象とした場合、着色帯の内径寸法が 8 m m より小

さいと、着色帯が瞳孔にまで及んで視覚に悪影響を及ぼすおそれがある。一

方、着色帯の外径寸法が 1 4 m m より大きいと、着色帯で覆われないで着

色帯の外周側に位置せ しめられる白目の領域が小さくなり過ぎて、白目によ

る着色帯や黒目に対する色彩上の強調効果や、反対に黒目や着色帯による白

目に対する色彩上の強調効果が不十分になる等 して不自然に見られたり、目

的とする眼の美 しさの向上効果が充分に達成され難 くなるおそれがある。

[001 6] また、本発明の色付コンタク トレンズでは、前記着色帯が、色相として青

と緑の少なくとも一方を含んで形成され得る。

[001 7] このように黒目から白目に移行する部分に位置せ しめられる着色帯に、赤

や黄色の補色に相当する青や緑の色相系を採用することにより、充血や加齢

に伴う白目の黄色化による他者へ与える不健康な印象を軽減させ、その結果

、他者から見た眼の印象として、若々しく且つみずみず しい、清純で清涼な

イメージを、より効果的に抱かせることが可能となる。このことは、後述す

る本発明の実施形態に示されているように、本発明者によって理論的および

実証的にも確認されている。

[001 8] また、本発明の色付コンタク トレンズでは、前記着色帯が、 レンズへの着

色 ドッ トの付着で形成されており、該着色 ドッ トの大きさと単位面積当たり

の数と着色 ドッ ト自体の着色剤の濃度との少なくとも一つを変化させること

によって、該着色帯における濃度が径方向で異ならされている態様が、好適

に採用される。



[001 9] この よ うに着 色 ドッ トを用 いて レンズへ の着 色 を施 す ことによ り、着 色 ド

ッ 卜の大 きさや密度 の調 節等 によ って、着 色帯 にお ける濃度 の設 定や、 その

径 方 向での変化 を容 易 に且 つ精度 良 く調 節 す る ことが可能 とな る。

[0020] 特 に、着 色 ドッ トによ って着 色帯 を形成 す るに際 して は、 かか る着 色 ドッ

卜を、 イ ンクジ ェ ッ ト印刷 で形成 す る ことが好適 であ り、 それ によ つて、 高

度 な濃度 設 定 の精度 をも って、 目的 とす る着 色帯 を一層容 易 に且 つ効率 的 に

形成 す る ことが可能 とな る。

[0021 ] また、 本発 明の色付 コ ンタ ク トレンズで は、前 記着 色帯 が、 光線 透過性 を

有 す る染料 ィ ンクを レンズ に付着 す る ことで形成 され る ことが好適 であ る。

[0022] 特 に、 可視 光線 を透過 す る染料 イ ンクを用 いて着 色帯 を形成 す る ことが好

適 であ り、 それ によ つて、着 色帯 をよ り自然 に且 つ美 しく見せ る ことが可能

とな る。 また、 透 明度 のあ る染料 イ ンクを用 い る ことで、着 色帯 が瞳孔 まで

及 んだ場合 で も、視 覚 に対 す る悪影響 を軽減 す る ことがで きる。

[0023] さ らに、 本発 明の色付 コ ンタ ク トレンズで は、前 記着 色帯 の 内周部 分 にお

いて、径 方 向所 定幅 で濃度 が一定 とされ た定濃度領 域 が設 け られ て いて も良

い。

[0024] この よ うな定濃度領 域 を設 ける ことによ り、例 えば黒 目に重 な る領 域 で は

濃度 変化 をな く して黒 目の部 分 にお ける不必要 な色 や濃度 の変化 を抑 えた り

、 また、 実 際 の黒 目よ り僅 か に大 きな領 域 まで黒 目と略 同 じ濃度 の色 と して

黒 目を一層 明瞭 に大 き く見せ た りす る こと等 も可能 とな る。

[0025] また、 本発 明の色付 コ ンタ ク トレンズで は、前 記着 色帯 の更 に外周側 にお

いて、非着 色領 域 が設 け られ て いて も良 い。

[0026] この よ うな非着 色領 域 を設 ける ことによ り、 コ ンタ ク トレンズの外径 寸法

に拘 わ らず、着 色帯 の外径 寸法 を大 きな 自由度 で設 定 す る ことが可能 とな る

[0027] さ らに、 本発 明の色付 コ ンタ ク 卜レンズで は、前 記境 界線 の 内周側 に位 置

す る領 域 に対 して、 虹彩パ ター ンが付加 的 に描 かれ て いて も良 い。 虹彩バ タ

— ンを設 ける ことで、 自然 さを大 き く損 な うことな く、黒 目の部 分 の色 や濃



度を一層効果的に変更したり調節したりすることが可能となる。なお、かか

る虹彩パターンは、例えば適当な色のドットや面、線、或いはそれらの組み

合わせ等によつて描画して形成することが出来る。

発明の効果
[0028] 本発明に従う構造とされた色付コンタクトレンズは、従来技術における 「

黒目の外縁に明瞭な着色ラインをくっきりと際立たせる」という思想に対し

て逆転の発想に基づき、黒目と白目の境界部分に濃度が移行する着色領域を

設けたものであり、それによつて、従来では着目されていなかった黒目に近

し、「白目の部分」に特別なコスメティック効果をもたせることに成功したの

である。

[0029] その結果、従来技術のように人工的な印象を回避して、できるだけ自然で

優しい印象を保ちつつ、従来には着目されていなかった白目の部分を利用し

てその美しさも引き立たせることができる新規な色付コンタクトレンズを提

供せしめ得た。

図面の簡単な説明

[0030] [ 図1]本発明の第一の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図2]図 1 に示された色付コンタク卜レンズの装用状態を説明するための正面

説明図。

[図3]本発明の第二の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図4]本発明の第三の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図5]本発明の第四の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図6]本発明の第五の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図7]本発明の第六の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図



[ 図8]本発明の第七の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図9]本発明の第八の実施形態である色付コンタクトレンズを示す正面説明図

[図10]本発明の色付コンタクトレンズを左目に装用し、比較例の市販コンタ

クトレンズを右目に装用した状態を正面から写真撮影 した説明図。

[図11]本発明の色付コンタクトレンズを左目に装用し、比較例の市販コンタ

クトレンズを右目に装用した状態を正面から写真撮影 した説明図。

[図12]本発明の色付コンタクトレンズを左目に装用し、比較例の市販コンタ

クトレンズを右目に装用した状態を正面から写真撮影 した説明図。

[図13] 子どもの目を写真撮影 した参考図。

発明を実施するための形態
[0031 ] 以下、本発明の実施形態について、図面を参照 しつつ説明する。

[0032] 図 1 には、本発明の第一の実施形態としての色付コンタクトレンズ 1 0 の

正面図が示されている。この色付コンタクトレンズ 1 0 は、従来公知のコン

タク卜レンズに従った形状を有 しており、眼の角膜の表面に重ね合わされて

装用されるように、球状凸面形状とされた前面と球状凹面形状とされた後面

とを有する部分的な球殻形状をもって形成されている。

[0033] なお、色付コンタクトレンズ 1 0 の材質は限定されるものでなく、 R G P

レンズ （酸素透過性レンズ）や P M M A (ポリメチルメタァクリレー 卜）等

のハー ドレンズの他、 P H E M A (ポリヒドロキシェチルメタクリレー 卜）

等の含水性ゃァクリル系エラス トマ一等の非含水性或いはシリコーンハイ ド

口ゲル等の高酸素透過性の如きソフトコンタク卜レンズが、何れも採用され

得る。特に、ソフトコンタクトレンズは、ハー ドコンタクトレンズに比 して

、一般に大径で白目の部分も充分に覆い、且つ装用時の角膜上での移動量も

小さいことから、本発明において好適に採用され得る。

[0034] また、かかる色付コンタクトレンズ 1 0 は、角膜に重ね合わされる中央領



域に対 して特定の光学特性を持たせて近視や遠視、老視等の視力異常に対す

る矯正機能を与えた視力補正用コンタク 卜レンズであっても良いが、そのよ

うな特定の光学特性を持たない非視力補正用コンタク トレンズであっても良

し、。非視力補正用コンタク トレンズとして提供される場合には、コスメティ

ックレンズ （美容又はおしゃれ用のコンタク トレンズ）の用途とされ得る。

[0035] そ して、本実施形態の色付コンタク トレンズ 1 0 は、図 2 に装用状態の説

明図が示されているように、その外径寸法 （D I A ) が、眼の黒目 1 2 の部

分を全体に覆い、且つ白目 1 4 の部分まで所定幅で覆い得るようになつてい

る。即ち、眼の黒目 1 2 と白目 1 4 の境界線 （リンバル） 1 6 が、色付コン

タク トレンズ 1 0 の外周縁であるェッジ部 1 8 よりも内周側に位置するよう

になっている。なお、黒目 1 2 は、眼の虹彩の色を外部から視認できる領域

であるが、透明な角膜を通 じて虹彩を見ることの出来る領域であり、それ故

、境界線 1 6 は、角膜とその外周側に位置する白色の鞏膜との境界線として

理解され得る。

[0036] さらに、かかる色付コンタク トレンズ 1 0 には、 レンズ幾何中心軸 2 0 と

同一中心軸上で円環形状に広がる着色帯 2 2 が設けられている。この着色帯

2 2 は、装用される眼の境界線 1 6 が、全周に亘つて、着色帯 2 2 に重なつ

て周方向に延びるように形成されている。即ち、着色帯 2 2 は、境界線 1 6

の内周側と外周側との両方に跨がって径方向に広がるだけの径方向幅を備え

ており、境界線 1 6 の内周側では着色帯 2 2 が黒目 1 2 の上に重ね合わされ

ると共に、境界線 1 6 の外周側では着色帯 2 2 が白眼 1 4 の上に重ね合わさ

れるようになっている。好適には、着色帯 2 2 は、境界線 1 6 の内側で黒目

1 に重なる領域の径方向幅寸法よりも、境界線 1 6 の外側で白目 1 4 に重

なる領域の径方向幅寸法の方が大きく設定される。

[0037] なお、かかる着色帯 2 2 は、装用者の日常生活の多くの状況下で、瞳孔 2

4 には殆ど重なることが無い程度に、その内径寸法を設定されることが望ま

しい。これにより、着色帯 2 2 が視覚に与える影響が抑えられる。かかる観

点から、着色帯 2 2 の内径寸法は、 8 m m以上とされることが好適であり



、 より好適には 9 m m以上 とされる。なお、着色帯 2 2 の内周部分が、黒

目 1 2 に対 して被せ られるように、一般人の角膜の大 きさを考慮 して、着色

帯 2 2 の内径寸法は、 1 2 m m以下 とされることが好適であ り、 より好適

には m m以下 とされる。

[0038] —方、着色帯 2 2 の外径寸法は、 白目を所定幅で覆い得 るように、 1

m m以上 とされることが好適であ り、 より好適には 1 2 m m以上 とされる

。なお、着色帯 2 2 の外周には、装用時に白目の領域 を充分に残 してお くこ

とが自然であ り、且つ白目の美 しさを見せることがコスメテ ィック効果に有

効であること等か ら、着色帯 2 2 の外径寸法は、 1 4 m m以下 とすること

が好適であ り、 より好適には 1 3 m m以下 とされる。

[0039] なお、着色帯 2 2 は、色付 コンタク トレンズ 1 0 の最外周のエ ッジ部 1 8

にまで至 って設けられていても良いが、本実施形態では、着色帯 2 2 の外径

寸法が色付 コンタク トレンズ 1 0 の外径寸法よりも小さ くされてお り、着色

帯 2 2 とエ ッジ部 1 8 との間に、径方向所定幅で周方向に広がる円環形状の

非着色領域 と しての外周透明領域 2 5 が設けられている。 また、色付 コンタ

ク トレンズ 1 0 が、視力補正用コンタク トレンズとされる場合には、着色帯

2 2 を内周側 に外れた中央領域 に対 して視力補正の光学特性 をもった光学部

が設けられ、その外周側 に形成 される周辺部 に対 して着色帯 2 2 が設けられ

ることが望 ま しい。

[0040] そ して、 このように内径寸法 と外径寸法が設定される着色帯 2 2 は、 目的

とするコスメテ ィック効果等を充分に発揮 させるために、 0 . 7 5 ~ 3 . 0

m mの径方向の幅寸法をもって形成 されることが好適であ り、 より好適には

1 . 0 2 . 5 m mの径方向の幅寸法で形成 される。なお、着色帯 2 2 の径

方向幅寸法は、周方向の全長に亘 つて一定である必要はな く、 また、その内

周縁形状や外周縁形状 を円形以外の楕円形等の異形状 と しても良いが、好適

には周上で一定の幅寸法を有する円環形状 をもって形成 される。

[0041 ] ここにおいて、着色帯 2 2 は、その濃度が一様ではな く、径方向で変化 し

てお り、少な くとも白目 1 4 に重なる領域 には、径方向において内周側か ら



外周側に向かって濃度が小さくなる部分が設けられている。特に本実施形態

では、着色帯 2 2 が、黒目 1 2 に重なる部分と白目 1 4 に重なる部分の何れ

においても全体に亘つて、径方向で濃度変化 している。

[0042] また、かかる着色帯 2 2 の形成方法は限定されるものでなく、例えば特開

平 3 _ 5 4 5 1 9 号公報等に記載されているようにコンタク 卜レンズの成形

モノマ一を注型 してコンタク トレンズを成形する際に着色 したり、手描きや

写真印刷、スクリーン印刷等も可能ではあるが、被着面が球面状であること

や、量産性、着色精度、色の再現性などを考慮すると、パッド印刷又はイン

クジエツ卜印刷が好適である。

[0043] パッ ド印刷は、例えば金属板に対 してエツチング処理で形成 した ドットパ

ター ンに着色剤を充填 した後、シ リコンパッドを用いて ドッ卜パター ンの着

色剤を移 し取り、コンタク トレンズに対 して、かかる ドットパターンの着色

剤を転写することによって着色帯 2 2 を形成することが出来る。

[0044] より好適には、インクジエツ卜印刷が採用される。インクジエツ卜印刷は

、公知のとおりピエゾ素子等をァクチユエ一タとして着色剤を微小な多数の

ノズルから吹出させて、被着色面となるコンタク 卜レンズに対 して直接に被

着させるものである。このようなインクジェット印刷では、コンタク トレン

ズへのパッド等の押圧が不要であり、微小な ドッ卜を高精度に形成できるこ

とや、複数色の ドッ卜の数や相互割合を調節することで多様な色を全体とし

て発現させることが容易であること等から、特に好適である。

[0045] さらに、かかる着色帯 2 2 の着色態様も限定されるものでなく、全面に亘

つて透光性の着色剤によるべた塗り態様であつても良いが、透光性又は不透

光性の着色剤で ドッ卜状に着色することが、濃度の調節を精度良く且つ容易

に行えること等から好適である。特に ドット状の着色は、コンタク トレンズ

を成形後に、その前面と後面の何れか一方或いは両方に対 して、染料又は顔

料を含む着色剤を点状に付着させることによって行われ得る。着色剤ひいて

は着色 ドットに採用される色は、前述のとおり限定されるものでないが、特

に本発明では、その色相等の調節策として、前述のように着色 ドット2 6 の



大きさや密度 （間隔）を調節 したり、互いに異なる複数色の着色 ドット2 6

を設けて各色の割合を調節することも可能である。かかる着色 ドッ卜2 6 の

付着方法としては、上述のインクジェット印刷が好適である。

[0046] あるいは、コンタク トレンズの前面と後面の層間に着色 ドット2 6 を形成

したものも本発明に用いることが可能である。かかる層間に着色 ドッ卜2 6

を形成する方法としては、前面あるいは後面側の半層に着色 ドット2 6 を設

け、残りの半層を接着する方法があげられる。このようにすれば、着色層の

前後両面側にそれぞれ透明層を設けた積層構造の色付コンタク トレンズを得

ることが出来る。なお、前述のとおり、着色層は、印刷層として形成するこ

との他、前記特開平 3 —5 4 5 9 号公報等に記載されているように着色材

を溶解させた着色の成形モノマ一を用いて着色樹脂層として形成することも

可能である。また、着色層の形成方法や透光性等にもよるが、各少なくとも

一層の着色層と透明層からなる積層構造を採用する場合には、各透明層の層

厚さを 5 m ~ 3 0 0 m とすると共に、各着色層の層厚さを0 . 2 Ί ~

1 0 0 m とすることが望ましい。特に着色層として、パッド印刷やインク

ジエツ卜印刷等による印刷層を採用する場合には、透明層よりも印刷層の層

厚さが小さく設定されることが好ましい。

[0047] また、着色 ドット2 6 をインクジェット印刷でレンズに付着および定着さ

せることによって形成された着色帯 2 2 では、各着色 ドッ卜2 6 自体の濃度

又は階調を異ならせることで、内周側から外周側に向かって濃度を変化させ

ることも可能である。一方、図 1 に示された本実施形態の色付コンタク トレ

ンズ 1 0 では、各着色 ドッ卜自体の濃度及び階調が同 じ着色 ドット2 6 を採

用 し、かかる着色 ドット2 6 の大きさを、色付コンタク トレンズ 1 0 の径方

向位置に応 じて異ならせることで、濃度を変化させている。

[0048] 具体的には、円形の着色 ドット2 6 が採用されており、各着色 ドット2 6

自体は同 じ色及び濃度を有 している。また、図 1 に示されているように、色

付コンタク トレンズ 1 0 において同心的に延びる複数本 （図示のものでは4

本）の円形配列ラインが仮想的に設定されており、これら各円形配列ライン



上に整列されて多数の着色 ドッ ト2 6 が設けられている。なお、本実施形態

では、円形配列ラインが径方向で等間隔に設定されていると共に、全ての円

形配列ライン上に複数の着色 ドッ 卜2 6 が等間隔に設けられている。 また、

本実施形態では、異なる円形配列ライン上間でも、着色 ドッ ト2 6 の間隔は

同 じとされている。尤も、図面上では、各着色 ドッ ト2 6 の配列をイメージ

し易 くするために、円形配列ライン相互間で、着色 ドッ 卜2 6 の間隔や大 き

さを正確 には表 していない。

[0049] すなわち、本実施形態では、同 じ円形配列ライン上に設けられた着色 ドッ

卜2 6 が全て同 じ大 きさとされてお り、異なる円形配列ライン上に設けられ

た着色 ドッ ト2 6 間では相互に大 きさが異な らされている。そ して、内周側

に位置する円形配列ラインか ら外周側 に位置する円形配列ラインに行 くに従

つて、その円形配列ライン上に設けられた着色 ドッ ト2 6 の大 きさ （外径寸

法）が次第に小さ くされている。

[0050] この円形配列ライン毎の着色 ドッ ト2 6 の大 きさは、図 1 に示されている

ように、着色帯 2 2 における径方向線上で予め設定された着色濃度の変化に

対応 して決定されている。具体的には、本実施形態では、着色帯 2 6 の径方

向全体に亘 つて内周側か ら外周側 に向かって一次直線的に小さ くなる濃度設

計ライン 2 8 が設定されている。そ して、各円形配列ラインについて、かか

る濃度設計ライン 2 8 により、その半径方向位置か ら設定されるべ き濃度が

求め られる。 この濃度は、単位面積当た りの着色 ドッ ト2 6 の占める面積割

合 と して認識できるか ら、全ての円形配列ライン上で着色 ドッ 卜2 6 が等間

隔に設けられた本実施形態では、図 1 に記載のグラフにおける着色濃度 を、

着色 ドッ ト2 6 の 1 個の面積 とすることが出来る。 このように、濃度設計ラ

イン 2 8 か ら、各円形配列ライン上に設けられる着色 ドッ ト2 6 の大 きさを

求めることが出来る。

[0051 ] そ して、 このように着色 ドッ ト2 6 の大 きさを、色付 コンタク トレンズ 1

0 における径方向位置に応 じて異な らせることにより、着色 ドッ 卜2 6 の密

度 と しての単位面積当た りの着色 ドッ ト2 6 の数が異な らな くても、着色帯



2 2 における径方向で、 （各着色 ドット2 6 自体の濃度は異ならずとも）着

色帯 2 2 の全体としての濃度変化が実現されている。換言すれば、各円形配

列ライン上での濃度に着目すれば、内周側の円形配列ライン上の濃度に比 し

て、外周側の円形配列ライン上に行 くに従って、次第に濃度が小さくされて

いる。この濃度変化は、着色 ドット2 6 自体の階調によるものでなく、ハ一

フ トーンによって実現されている。

[0052] ところで、着色 ドット2 6 は、無彩色でも良いが、有彩色のものを含むこ

とが好適であり、それによつてコスメティック効果を一層有利に得ることが

出来る。有彩色の場合には、単一色を採用 しても良いし、互いに異なる色彩

を有する着色 ドッ卜2 6 を適当な大きさや密度の相対割合をもって設けるこ

とによって、混色法に基づく多様な色を発現させることが可能である。

[0053] また、着色 ドッ卜2 6 に使用する着色剤としても、従来から公知の各種の

着色剤が顔料と染料の区別や色の区別等なく、適宜に採用され得る。即ち、

目的とする色を考慮 して選択された一種或いは複数種類の適当な顔料や染料

を、それに対応 した溶媒と混合することで得 られた着色剤を用いることが出

来、かかる着色剤には、着色されるコンタク トレンズの材質や採用される定

着処理等に対応 した硬化剤や添加剤等が適宜に配合され得る。

[0054] ここにおいて、着色剤ひいては着色 ドット2 6 に採用される色は、前述の

とおり限定されるものでないが、特に本発明では、その色相として青と緑の

少なくとも一方を含むことが望ましい。色相は、例えばマンセルの表色系で

把握される。具体的には、マンセルの色相環において、 5 つの基本色の各中

間に計 5 つを設けた （R，Y R，Y , G Y , G , B G , B ， P B ， P， R P

) 計 1 0 の色相を想定 した場合には、それらの中でG又はB を含む色 （G Y

，G , B G , B , P B ) が、本発明で好適に採用される。なお、より細分化

した表色系においても同様に、青 （B ) 又は緑 （G ) を含む色が、本発明に

おいて好適に採用される。

[0055] このように着色帯 2 2 に青や緑の色相系を採用することにより、その色付

コンタク トレンズ 1 0 を装用 した者の眼を他者が見た場合の印象として、白



目の白さが強調され、より若々しく且つみずみず しい、清純で清涼なィメ一

ジを、一層効果的に抱かせることが可能となる。これは、子供の眼と成人の

眼の外観上の相違点として、黒目と白目の境界領域において子供の眼には特

有の青みがかった領域が存在 していることが挙げられる。本発明者は、この

子供の眼に特有の外観に着目し、検討を重ねた結果、成人の眼にも、本発明

の色付コンタク トレンズ 1 0 によれば黒目 1 2 と白目 1 4 の境界領域に対 し

て子供の眼に似た青みがかった領域を発現させることが可能であり、且つか

かる領域に対 して黒目 1 2 から白目 1 4 に向かって次第に薄 くなる濃度分布

を与えることで、極めて自然な外観を確保 しつつ、子供の眼のような清純な

イメージを他者に与えることが出来る、従来にない新規なコスメティック効

果を得ることが出来ることを見出したのである。

[0056] 従って、このような構造とされた本実施形態の色付コンタク トレンズ 1 0

は、それを装用することにより、黒目 1 2 の外周側に位置する白目 1 4 の部

分に対 して明確なラインが発生することを回避 して、より自然で暖かみのあ

る外観を保ちつつ、特別なコスメティック効果を装用者の眼に与えることが

可能となる。また、かかる移行領域の着色効果として、着色帯 2 2 の内周部

分の濃度を大きく設定 したことにより、黒目を外周側に大きく見せることも

可能であり、装用者の眼を他者が見た印象として、より親近感を抱かせる等

の効果も期待できる。

[0057] なお、着色帯 2 2 における具体的な着色の態様や濃度の分布態様等に関 し

て、第一の実施形態に限定されるものでなく多様に変更可能であることは前

述のとおりであるが、それらの他の具体的態様として、以下、第二〜八の実

施形態を例示 しておく。なお、それら第二〜八の実施形態中、第一の実施形

態と同様な構造とされた部材及び部位については、それぞれ、第一の実施形

態と同一の符合を各図面に記載することで、それらの詳細な説明を省略する

[0058] 図 3 に示された、本発明の第二の実施形態としての色付コンタク トレンズ

3 0 では、着色帯 2 2 における径方向の濃度分布が第一の実施形態と異なつ



ている。具体的には、着色帯 2 2 の内周部分の径方向所定幅の領域 において

、濃度が一定 とされた定濃度領域 3 が形成 されている。

[0059] すなわち、 この定濃度領域 3 1 には、 3 本の円形配列ラインが設定されて

お り、各円形配列ライン上には、何れも、同 じ大 きさと色、濃度 を有する着

色 ドッ ト2 6 が形成 されている。 これ らの着色 ドッ ト2 6 は、各円形配列ラ

イン上での間隔 （密度）も互いに同 じに設定されている。それによつて、 こ

れ ら3 本の円形配列ラインが設定された円環帯状の領域では、着色 ドッ ト2

6 によって着色された濃度が略一定 とされている。

[0060] このような第二の実施形態 と しての色付 コンタク トレンズ 3 0 では、例え

ば黒 目 1 2 に重なる部分を定濃度領域 3 とすることにより、装着者 におけ

る黒眼 1 2 の色 までも径方向に変化 して しまうことを回避することが出来、

装着者 における黒 目 1 2 の色を全体に亘 つて均一に見せることが可能 となる

[0061 ] また、定濃度領域 3 の外径寸法を、装用者 における黒 目 1 2 の外径寸法

よりも大 きく設定 して、黒 目 1 2 か ら定濃度領域 3 1 を外周側 に張 り出させ

ることにより、装用者 における黒 目 1 2 の外径寸法を大 きく見せることも可

能 となる。その場合には、少な くとも黒 目 1 2 に重なる定濃度領域 3 に設

けられた着色 ドッ 卜2 6 を黒や茶に見える色彩や大 きい濃度で形成すること

が好適である。

[0062] また、図 4 に示された、本発明の第三の実施形態 と しての色付 コンタク ト

レンズ 3 2 では、着色帯 2 2 における径方向の濃度分布の実現態様が第一の

実施形態 と異なっている。具体的には、着色帯 2 2 を構成する着色 ドッ ト2

6 の濃 さ （濃度又は透明度）が、着色帯 2 2 の径方向で異な らされることに

よって、着色帯 2 2 の濃度が径方向で外周側 に向かって小さ く設定されてい

る。なお、本実施形態でも、第二の実施形態 と同様 に、着色帯 2 2 の内周部

分に定濃度領域 3 が形成 されてお り、かかる定濃度領域 3 では、全ての

着色 ドッ 卜2 6 の濃 さが同 じとされている。

[0063] このように、着色 ドッ ト2 6 自体の濃 さを、円形配列ラインの径方向位置



に応 じて異ならせることにより、各円形配列ライン上に設けられる着色 ドッ

卜2 6 の大きさや密度を同 じに設定 しつつも、着色帯 2 2 において径方向の

濃度変化を実現することが出来る。

[0064] 更にまた、図 5 に示された、本発明の第四の実施形態としての色付コンタ

ク トレンズ3 4 では、着色帯 2 2 における径方向の濃度分布の実現態様が第

― 〜三の実施の何れとも異なっている。具体的には、着色帯 2 2 を構成する

着色 ドット2 6 の密度としての単位面積当たりの着色 ドット2 6 の数が、着

色帯 2 2 の径方向で異ならされることによって、着色帯 2 2 の濃度が径方向

で外周側に向かって小さく設定されている。なお、本実施形態でも、第二の

実施形態と同様に、着色帯 2 2 の内周部分に定濃度領域 3 が形成されてお

り、かかる定濃度領域 3 では、着色 ドッ卜2 6 の密度が同 じとされている

[0065] このように、着色 ドット2 6 の密度を、径方向位置で異ならせることによ

り、より具体的には例えば円形配列ラインの径方向位置に応 じて外周側の円

形配列ライン程そのライン上に設けられる着色 ドット2 6 の周方向離隔距離

を大きく設定することにより、各円形配列ライン上に設けられる着色 ドッ卜

2 6 の大きさや濃さを同 じに設定 しつつも、着色帯 2 2 において径方向の濃

度変化を実現することが出来る。

[0066] なお、このように着色 ドット2 6 の密度をレンズ上の径方向位置に応 じて

異ならせる態様は、第四の実施形態の如きランダム又は分散させて全体に均

等な状態で着色 ドット2 6 を設ける他、例えば図 6 に示された本発明の第五

の実施形態としての色付コンタク トレンズ3 6 や図 7 に示された本発明の第

六の実施形態としての色付コンタク トレンズ3 8 に示されているように、適

当な複数領域に集合させて着色 ドッ卜2 6 を設けても良い。

[0067] 特に図 6 に示された色付コンタク トレンズ3 6 では、周上で略等分に設定

された複数箇所において、外周側に向かって突出した三角形状の集合態様を

もって複数の着色 ドッ卜2 6 が形成されることにより、径方向外方に向かつ

て対数グラフ状に小さくなる濃度分布が実現されている。また図 7 に示され



た色付 コンタク トレンズ 3 8 では、図 6 の色付 コンタク トレンズ 3 6 で採用

された三角形状の集合態様 に代えて、矢尻形状の集合態様 をもって複数の着

色 ドッ ト2 6 が形成 されている。

[0068] さ らに、図 8 に示された、本発明の第七の実施形態 と しての色付 コンタク

トレンズ 4 0 は、その着色帯 2 と しては前記第二の実施形態のものと同様

な構成が採用されているが、更に、かかる着色帯 2 2 に加えて、虹彩パター

ン4 を着色形成 したものである。

[0069] かかる虹彩パターン4 1 は、装用者の黒 目に重なる領域 に形成 されるもの

であ り、 この虹彩パターン4 1 を設けることにより、装用者の黒 目の色相及

び/ 濃度 を異な らせて見せることが可能 となる。 この虹彩パターン4 も、

着色帯 2 2 と同様 に適当な公知の印刷方法で適当な形状や態様 をもって形成

され得 るが、特 に本実施形態では、着色帯 2 2 の着色 ドッ ト2 6 と同様 に、

インクジェッ ト印刷 により多数の色付 ドッ ト4 2 を設けることによって形成

されている。なお、色付 ドッ ト4 2 は、その色や濃度、形状、パターン、 ド

ッ 卜密度等に関 して、着色 ドッ 卜2 6 と関係な く自由に設定可能である。

[0070] 例 えば、図 8 の色付 コンタク トレンズ 4 0 では、かかる虹彩パターン4 1

が、内周側 に向かって次第に濃度が小さ くなる複数本の線形状 と して形成 さ

れているが、図 9 に第八の実施形態 と して示されている色付 コンタク トレン

ズ 4 4 のように、内周側 に向かって濃度が大 きくなる多数の分散状の色付 ド

ッ 卜4 2 にて構成 された虹彩パターン4 6 等を採用することも可能である。

[0071 ] なお、 これ らの虹彩パターン4 1 ， 4 6 は、黒 目 1 2 を覆 うように、境界

線 （リンバル） 1 6 よりも内周側 に位置 して、例えば着色帯 2 の内周縁部

か ら径方向内方に向かって延び出すように形成 されることとなるが、瞳孔を

出来るだけ覆わないように色付 コンタク トレンズ 4 0 ， 4 4 の中央部分には

形成 されていないことが望 ま しい。 また、虹彩パターン4 1 ， 4 6 が瞳孔 ま

で覆 う場合を考慮 して、虹彩パターン4 1 ， 4 6 の濃度 を着色帯 2 2 の濃度

より小さ くした り、虹彩パターン4 1 ， 4 6 を形成する色付 ドッ ト4 2 の着

色剤 と して透光性の大 きいものを採用することも好適である。



[0072] 以下、本発明の実施例として、図 5 に示 した第四の実施形態の色付コンタ

ク トレンズ3 4 に従う構造のものを実際に3 種類 （実施例 1，実施例 2 ，実

施例 3 ) 製造 した。そして、それら3 種類の色付コンタク トレンズを装用 し

、装用者自身が得た印象と、他者が見た装用状態の印象とを、それぞれ評価

した結果を、実施例の実験データとして以下に示す。なお、かかる実験に際

しては、本発明の特徴をより客観的に明らかにするために、特許文献 2 に従

う構造のものとして、ジョンソン エン ド ジョンソン株式会社製の市販の

コンタク 卜レンズであるワンデ一アキュビュー ディファイン アクセン ト

スタイル （登録商標）について、それを装用 して同様に評価 し、本発明に係

る実施例品と比較評価 した結果を、実験データとした。

[0073] [ 実施例 1 ]

色素成分として、緑色を呈する重合性色素 1、 4 _ ビス （（ェテニルフエ

ニル）ァミノ）一アン トラキノンを 1 . 0 質量部、ラジカル重合開始剤とし

て、 2 —ヒドロキシ一2 —メチル一 1 —フエニルプロパン一 1 —オンを2 .

0 質量部、並びに、溶剤として 1 _ メチル_ 2 _ ピロリジノンを 1 0 0 質量

部を混合 して染料組成物を調製 した。

[0074] 次いで、 ピエゾ式インクジェット装置を用いて、シリコーンハイ ド口ゲル

からなるソフ トコンタク 卜レンズである株式会社メニコン製の市販の 2 W e

e k プレミオ （登録商標）の前面側に、 レンズ幾何中心軸まわりで直径が Φ

0 m m~ 3 . 0 m mの範囲にそれぞれが独立 した多数の着色 ドッ卜2

6 を印刷することによって、円環形状の着色帯 2 2 を設けた。なお、図 5 に

示す第二の実施形態と同様に、かかる着色帯 2 2 のうち、 1 O m m~ 0 1

1 . 5 m mの内周領域では定濃度領域 3 1 が形成されると共に、 1 1 . 5

m mから 1 3 . O m mの径方向寸法領域では、内周側から外周側に向かつ

て漸次的に色濃度を低下させた領域を有 したパターンが形成されるように、

着色 ドッ卜2 6 の密度を径方向で異ならせた。

[0075] 染料組成物の全てがレンズ基材 （上記の 2 W e e k プレミオ （登録商標）

) に浸透 していることを確認 した後、ゥシ才電機株式会社製の紫外線照射器



「U V スポットキュア S P _ 3 」 （登録商標）を用いて、主波長 3 6 5 n

m、照射強度 5 0 0 mW/ c m2 の紫外線を2 0 秒間照射 した。その後、 レン

ズを水和膨潤させることで、目的とする色付コンタク トレンズを得た。

[0076] [ 実施例 2 ]

着色帯 2 2 を、 レンズ幾何中心軸 2 0 回りで直径が 1 0 . 5 m m~

2 . 0 m mの範囲に形成 し、且つ、 1 0 . 5 m m~ 1 1 . 0 m mの内周

領域を定濃度領域とすると共に、 1 1 . 0 m m~ . O m mの径方向

寸法領域では、内周側から外周側に向かって漸次的に色濃度を低下させた領

域を有 したパターンが形成されるように、着色 ドッ卜2 6 の密度を径方向で

異ならせた。それ以外は、実施例 1 と同様にして色付コンタク トレンズを得

た。

[0077] [ 実施例 3 ]

色素成分として、実施例 1 の重合性色素 （1、 4 _ ビス （（ェテニルフエ

ニル）ァミノ）—アン トラキノ ン） 1 . 0 質量部に代えて、紺青色を呈する

国際公開第 2 0 0 9 / 0 4 4 8 5 3 号パ ン フ レ ツ 卜の [ 0 0 4 1 ] に記載の

公知の重合性のァゾ系色素 1 . 0 質量部を採用 した。それ以外は、実施例 1

と同様にして、色付コンタク トレンズを得た。

[0078] [表 1]

1)装用者自身が得た印象評価
選択肢

設問内容 レンズ どちらとち思う 思わない いえない
実施例

ァ)装用していない時に比べて 実施例
印象が変化した。 実施例

比較例

選択肢
設問内容 レンズ 実施例の方が自然 比較例の方が自然 わどちらとも

な印象を受ける。 な印象を受ける。 いえない
実施例

ィ)装用時の印象について 実施例
実施例

選択肢
設問内容 レンズ 実施例の方が白目 比較例の方が白目 どちらとも

が白い印象を受けた。が白い印象を受けた。 いえない
実施例

ゥ)装用時の白目の印象につい 実施例
て 実施例



[0079] [表2]

2 )他人が得た印象評価

[0080] 上記の表 1 ，表 2 に示 した実験結果からも、本発明に従う構造とされた色

付コンタクトレンズを装用することにより、主観的にも客観的にも、自然な

印象を保ちつつ、装用に伴う眼の印象の変化が有効に実現されることが認め

られる。なお、表中、 n は評価数 （人数）を表わす。

[0081 ] また、かかる眼の印象の変化が、清涼感や清潔感を抱かせるコスメテイツ

ク効果を併せ持つことは、文言にて客観的評価を行い難いことから、上記実

験結果には反映されていないが、このことは、図 1 0 ~ 1 2 において例示的

に示す、装用時の写真からも客観的に認められるところである。なお、これ

ら図 1 0 ~ 1 2 では、装用者の左目 （図に向かって右側）に上記実施例 1 の

色付コンタクトレンズを装用すると共に、右目 （図に向かって左側）に上記

比較例の市販コンタクトレンズを装用した状態を、正面から写真撮影 したも

のである。比較例である右目では、黒目の外縁から外周側にはみ出したコン

タク卜レンズの着色部分のくっきりした境界ラインが黒目と白目の境界線と

して見えるが、それが余りにくつきりしているので人工的に見えるのに対 し

て、実施例である左目では、自然な移行領域が形成されて、それが青又は緑

系であることと相俟って、自然な感 じで清涼感を伴って見えることが判る。

[0082] 因みに、これら図 1 0 ~ 1 2 に示された左目の実施例の装用状態における



黒目と白目の境界部分は、図 1 3 に参考的に示 した子供の目の写真において

黒目と白目の境界部分に比 して、それに近い外観を与え得ることが認められ

る。

[0083] 加えて、着色部分の外縁 （境界ライン）がくつきりした従来構造の比較例

では、図 1 0 ~ 1 2 のように斜め方向を見ることで角膜が上下眼瞼間で隅方

に位置 した際、コンタク 卜レンズの幾何中心が角膜中心からずれることに伴

つて、装用者の見ている方向 （実際の角膜中心）と外観上で他者から見て装

用者が見ていると思われる方向 （コンタク トレンズの着色部分の中心）とが

ずれて しまい、他者から見て異様な感 じを受けるおそれがある。このことは

、図 1 0 ~ 1 2 において、装用者の左目は斜め方向を見ていることが判るの

に対 して、装用者の右目が略正面を見ているように見えて しまうことからも

看取できる。本発明の実施品では、着色帯の外縁がくっきりしていないこと

によって、色付コンタク 卜レンズの幾何中心が角膜中心からずれた場合にお

ける他者から見た視線方向のずれが抑えられる。

[0084] なお、色付コンタク 卜レンズの幾何中心が角膜中心からずれた場合におけ

る他者から見た視線方向のずれを一層効果的に抑えるには、装用者における

角膜外周縁である黒目の境界線 （リンバル）を他者が見えるように、着色帯

を着色透明とすることが好適である。即ち、着色帯における可視光線 （波長

が 3 8 0 ~ 7 8 0 n mの光線）の透過率 ：T t ( T t = T 2 (透過全光量）

/ Τ (入射光量））を、その全体平均において 3 0 ~ 9 9 % とすることが

好ましく、より好適には 5 0 ~ 9 0 % とされる。

[0085] [ 実施例 4 ]

本実施例では、以下の手法により、着色層の前後両面側にそれぞれ透明層

が形成された積層構造の色付コンタク トレンズを得た。

[0086] 先ず、着色剤を調製 した。即ち、緑色を呈する顔料である酸化クロム （I

1 1) 1 0 0 重量部、分散剤としてシリカ 1 0 重量部、バインダー剤として

2 —ヒドロキシェチルメタクリレ一 卜1 0 0 重量部及び重合開始剤としてべ

ンゾインメチルエーテルを 1重量部入れ、均一に分散する程度まで激 しく混



合 し分散 させ、 ペ ー ス ト状 の着 色剤 を得 た。

[0087] 次 いで、前 記 図 5 のパ ター ンがエ ッチ ングされ て い る鋼板 を使 用 して、 ド

ッ 卜の 当該パ ター ン の 印刷 用パ ッ ドを準備 した。即 ち、鋼板 の表 面 にエ ッチ

ングで形成 した ドッ 卜パ ター ン に前 記着 色剤 を充填 した後、 シ リコ ン製 の印

刷 用パ ッ ドを鋼板 の表 面 に重 ね合 わせ て ドッ 卜パ ター ンの着 色剤 を印刷 用パ

ッ ドに写 し取 った。

[0088] —方、 レンズ形成 材 と して、 2 — ヒ ドロキシェチル メタ ク リレー 卜 1 0 0

重量部 及びべ ンゾィ ンメチル ェ一テル 1 重量部 か らな る レンズ モ ノ マ 一 を用

し、、 モール ド成形 によ って 中心厚 さが約 5 0 mの球 冠形状 を有 す る レンズ

半成形物 A を得 た。 そ して、 ミシマ株 式会社製 のパ ッ ドプ リン ト装 置 「S P

A C E P A D 」 を用 いて、 かか る レンズ半成形物 A の凹面側 に、 上記 印刷

用パ ッ ドを重 ね合 わせ て ドッ 卜パ ター ン の 着 色剤 を転 写 す る ことによ ってパ

ッ ド印刷 を行 った。 更 に、 ゥシ才電機 株 式会社製 の紫外線 照射器 「u v スポ

ッ 卜キ ュア S P _ 3 」 （登録商標 ） を用 いて、 上記 レンズ半成形物 A の凹

面 に印刷 した着 色剤 を硬 化 させ て印刷 工程 を完 了 した。

[0089] その後、 ドッ トパ ター ンを印刷 した レンズ半成形物 A の凹面 に対 して、 2

— ヒ ドロキシェチル メタ ク リレー 卜 1 0 0 重量部 及びべ ンゾィ ンメチル ェ一

テル 1 重量部 か らな る レンズモ ノマ一 を流 し込 み、 モール ド成形 によ って、

レンズ半成形物 A の凹面 に沿 つて広 が る球 冠形状 の レンズ半成形部 B を形成

した。

[0090] この よ うに して形成 され た本実施例 の色付 コ ンタ ク 卜レンズ にあ って は、

パ ッ ド印刷 で形成 され た着 色層 を レンズの厚 さ方 向で挟 んだ前後 両面側 に、

レンズの半成形物 A と レンズの半成形物 B によ つて それ ぞれ透 明層 が形成 さ

れ て、着 色層 が包埋 され た構 造 とされ て お り、 正面視 で は、 図 5 に示 す よ う

に 目的 とす る着 色帯 2 が形成 され て い る ことを確 認 で きた。

符号の説明

[0091 ] 1 0 ， 3 0 ， 3 2 ， 3 4 ， 3 6 ， 3 8 ， 4 0 ， 4 4 ：色付 コ ンタ ク トレンズ

、 1 2 : 黒 目、 1 4 ：白 目、 1 6 : 境 界線、 2 2 ：着 色帯、 2 5 ：外周透 明



領域 （非着色領域）、 2 6 ：着色 ドッ ト、 3 1 ：定濃度領域、

虹彩パ ター ン



請求の範囲

装用される眼の黒 目と白目の境界線 を跨 いで内周側 と外周側 に広が

る環状の着色帯 を有 してお り、該着色帯の濃度が内周側か ら外周側 に

向か って低下 してお り、前記着色帯の内径寸法が 8 m m 以上であ り

、且つ該着色帯の外径寸法が 4 m m 以下であることを特徴 とする

色付 コンタク トレンズ。

前記着色帯が、色相 と して青 と緑の少な くとも一方 を含む請求項 1

に記載の色付 コンタク トレンズ。

前記着色帯が、 レンズへの着色 ドッ トの付着で形成 されてお り、該

着色 ドッ トの大 きさと単位面積 当た りの数 と着色 ドッ ト自体の着色剤

の濃度の少な くとも一つを変化 させることによって、該着色帯 におけ

る濃度が径方向で異な らされている請求項 1 又は 2 に記載の色付 コン

タク トレンズ。

前記着色 ドッ 卜が、 インクジェッ ト印刷で形成 されている請求項 3

に記載の色付 コンタク トレンズ。

前記着色帯が、光線透過性 を有する染料インクを レンズに付着する

ことで形成 されている請求項 1 ~ 4 の何れか 1 項 に記載の色付 コンタ

ク トレンズ。

前記着色帯の内周部分 には、径方向所定幅で濃度が一定 とされた定

濃度領域が設 け られている請求項 1 ~ 5 の何れか 1 項 に記載の色付 コ

ンタク トレンズ。

前記着色帯の更に外周側 には、非着色領域が設 け られている請求項

1 ~ 6 の何れか 1 項 に記載の色付 コンタク トレンズ。

前記境界線の内周側 に位置する領域 には、虹彩バ タ一ンが描かれて

いる請求項 1 ~ 7 の何れか 1 項 に記載の色付 コンタク トレンズ。
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